
スキルラボ特集  

２０１０年１月発行 第３号 
医療人育成・支援センターだより 

第４回 Surgical Skill Training  

（2009/11/10） 

BSL（医学部５～６年生） 
  循環器内科  ・・・ 心音・心雑音聴診 

  消化器内科  ・・・ 腹部エコー検査、消化管内視鏡検査 

  呼吸器内科  ・・・ 肺音聴診 

  泌尿器科    ・・・ 導尿、前立腺触診、腹腔鏡手術 

  臓器再生外科 ・・・ 腹腔鏡手術 

  器官制御外科 ・・・ 腹腔鏡手術 

  整形外科    ・・・ 縫合、関節注射 

  麻酔科     ・・・ 麻酔管理（スキルラボ・手術室） 

臨床実習入門（医学部４年生） 

ＯＳＣＥ練習（医学部４年生） 

オープンキャンパス（医学部、看護学部） 

中心静脈カテーテル穿刺、採血などの講習会 

医学教育セミナー（ＦＤ） 

フィジカルアセスメント実習（看護） 

模擬患者（ＳＰ）の会 

●模擬患者さんとの医療面接実習 
  ビデオフィールドバックシステムを使って効果的に。 

 

 

 

 

●シナリオベースのスキルトレーニング 
   ・ 病室に入ったら患者さんの意識がない！ 

      － さぁどうする？ 

   ・ 病室に行って患者さんの採血をしましょう。 

      － あれ？でも片方の腕に点滴ラインが・・・ 

  など様々な場面を設定してのスキルトレーニングが  

  できます。 

●病院スタッフの新人教育 

スキルラボではこんなシミュレーション演習

も可能！  
スキルラボはこんな活用がされています！！  

 ２００９年４月にスキルラボがオープンしてから、BSLや

臨床実習入門などの実習でのシミュレーショントレーニング、

模擬患者（SP)の会など様々な形で利用されています。  

 また、個人トレーニングの利用も増えています。 

スキルラボシミュレータをご活用ください！！  

腹腔鏡手術シミュレータ 

消化管内視鏡シミュレータ 
心臓病シミュレータ 

｀イチロー‘ 

腰椎・硬膜外穿刺シミュレータ 

気管切開シミュレータ 

スキルラボでのスキルラボでのスキルラボでの   

実習、講習会などについて実習、講習会などについて実習、講習会などについて   

お問い合せ・ご相談はこちらまでお問い合せ・ご相談はこちらまでお問い合せ・ご相談はこちらまで   

医療人育成・支援センターの 

スタッフが対応、 

サポートいたします。 

スキルラボ管理者教員室スキルラボ管理者教員室スキルラボ管理者教員室   
（スキルラボ・アドバンス内） 

  内線 ２６７０ 

※詳しくは医療人育成・支援センターＨＰをご覧下さい。 

 http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/lab.html 

地域医療ガイダンス 

 講演：只見町国保朝日診療所 所長 佐竹 秀一 先生 

（2009/12/03） 

福島医大模擬患者（ＳＰ）さん養成会修了式 

（2009/11/10） 



活動報告  

 福島県立医科大学 医療人育成・支援センター（ＣＭＥＣＤ） 
〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 

Tel ： 024-547-1047 ／ Fax ： 024-547-1715 
e-mail ： CMECD@fmu.ac.jp ／ HP ： http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/index.html 

平成２３年度臨床研修医募集説明会 
 ●福島県臨床研修病院合同ガイダンス 
  日 時 平成22年2月２８日（日） 
             13:30～16:00 
  場 所 ウエディング  エルティ（福島市） 
 ●東北ブロック臨床研修病院合同説明会 
  日 時 平成22年３月２１日（日） 
             12:00～16:00 
  場 所 仙台サンプラザホール 
      ※医大から送迎バスがでます 

平成２１年１１月１４日（土）に

第2回福島アドバンスド・コー

ス（ＦＡＣＥ）を開催しました。 

第１部では“各研修病院での

感染症に関する経験と最新

の知識の共有”を目的とする

福島感染症勉強会を実施

し、第２部では、従来の創傷

治癒に革命を起こしている

夏井睦先生（石岡第一病院 傷の治療センター長）をお招きし、

創傷治癒についての講演をいただきました。  

福島県内・県外から多数の参加をいただき、充実した内容は

好評を得ました。 

器 官 制 御 外 科 学 講 座 と

医療人育成・支援センター

と の 共 同 に よ り、ブ タ の

組織を利用した創の縫合、

消化管の吻合手技を体験

する講習会が１１月１０日

（火）に開催されました。 

当日は、臨床研修医１４名、

◆第４回 Surgical Skill Training 

◆ 第 ２ 回 福 島 ア ド バ ン ス ド ・ コ ー ス （ Ｆ Ａ Ｃ Ｅ ）  

◆ 福 島 医 大 模 擬 患 者 （ S P ) さ ん 養 成 会 が 修 了 し   

  福 島 医 大 初 の Ｓ Ｐ さ ん が 誕 生 し ま し た  

医学部学生４名が参加し、熱心に外科手技を学びまし

た。 

 

 

 

医療人育成・支援センターのスタッフを中心に学内外の

先生方の協力を得て、本年３月から一般の方を対象に月１

～２回程度の養成会が開催されました。この１１月には今年度

の課程を修了された計１９名の

福島医大ＳＰさんが誕生しまし

た。修了者へは修了証書ととも

に福島医大ＳＰのピンバッジも

贈られました。 

今後は医学生の医療面接実習、

ＯＳＣＥ試験に協力していただく

ほか、さらに学生の臨床実習や

研修医の教育に活躍していただ

く予定です。 

第４回 English Communication Skill Seminar 
  「これだけは知っておきたい！  

    英語での症例プレゼンテーションのポイント」 
   日 時 平成2２年２月２日（火） 
 場 所 本学管理棟３階 大会議室 
 講 師 日本大学医学部医学教育企画・推進室 

      助教 押味 貴之 先生 ほか 

第３回福島アドバンスド・コース 
 FACE（Fukushima Advanced Course by Experts) 

 日 時 平成2２年２月６日（土）～７日（日） 
 場 所 緑風苑（郡山市磐梯熱海町） 
 講 師 愛知医科大学寄生虫学講座 
      教授 木村 英作 先生 ほか 

「大学教育充実のための戦略的大学連携プログラム」 

  「医療崩壊」から「医療再生」へ 
 日 時 平成2２年２月６日（土） 
 会 場 いわき明星大学 
 内 容 講演およびコロキュウム 

 「大学病院連携型高度医療人養成推進事業」 

 ～東北高度医療人キャリアパス支援システム～ 

 平成２１年度 海外研修 
   日 時 平成2２年３月７日（日）～１３日（土） 
 研修先 シンガポール 
     （Singapore General Hospital、 
                Postgraduate Medical Institute ほか） 

医療・福祉体験プログラム報告会 
   日 時 平成2２年３月６日（土） 
 場 所 福島県立医科大学内 

地域医療体験研修（冬期） 
 日 時 平成22年2月25日（木）～26日（金） 
 場 所 県立宮下病院・柳津町国保診療所 
「子どもの健やかな成長と父母の役割を知る３～４ヶ月 
健診体験プログラム」 
 日 時 平成22年３月１７日（水） 
 場 所 南会津町（御蔵入交流館） ★ ご不明な点及び詳細は下記までお問い合せください ★ 

福島医大・模擬患者（ＳＰ） 

ピンバッジ 

 

本学医学部 

学生の皆さんへ 
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